









― 192 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（法 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            法学研究科法学・政治学専攻 
学 位 論 文 名  公人と名誉毀損－「現実的悪意の法理」導入の可能性－ 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 鈴木 秀美 
            （副査） 
            教 授 高田  篤  教 授 松本 和彦 










































































































 本論文の特色は、記者として 20 年の経験を持つ筆者が、報道の現場で実感している名誉毀損法理の問題点を克服
するため、現実的悪意の法理を日本の実務に導入する具体的可能性を示した点にある。 
 本論文は、名誉毀損法理において表現の自由をより強く保護するための実践的な可能性を提示した野心的・意欲的
な研究であり、審査員一同が、十分に博士の学位を授与するに値するものと評価したものである。 
